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衆議院事務局
職員採用試験

　衆議院の本

会議・委員会

の運営・調査

に関する事務

および一般事務に従事する。

　総合職試験（大卒程度試験）と一般職試験（大

卒程度試験）があり、総合職試験（大卒程度試験）

は、一次で基礎能力試験（択一式）、専門試験（択

一式）、二次で論文試験、個別面接、三次で口述

試験が、一般職試験（大卒程度試験）は、一次で

基礎能力試験（択一式）、専門試験（択一式）、二

次で論文試験、三次で集団討論、個別面接が課さ

れる。専門試験と論文試験の内容は以下のとおり。

◎専門試験（総合職、一般職）

必須科目：憲法⑥、選択科目：行政法⑥、民法⑥、

刑法③、労働法③、経済理論⑥、経済政策・経済

事情⑥、財政学③、統計学③、政治学・行政学⑥、

国際関係③（45問中24問を選択）。

◎論文試験

総合職：憲法、行政法、民法、ミクロ経済学、マ

クロ経済学、政治学の計６題中２題を選択。

一般職：憲法、行政法、民法、経済学、政治学の

計５題中１題を選択。

衆議院法制局
職員採用試験

　衆議院法制

局は議員の活

動を法制面か

ら補佐する機

関で、議員発議の法律案・修正案および委員会提

出の法律案の立案の補佐、委員会の命による法制

に関する予備的調査、議員等からの依頼による法

制に関する調査等を行う。

総合職試験では一次で基礎能力試験（択一式）、

専門試験（択一式）、二次で論文試験、面接試験（性

格検査を含む）、三次で口述試験、面接試験を実施。

B A S I C  D A T A （令和７年度）

年齢要件 22〜30歳

受験案内 １月10日

総
合
職

受付期間 ２月20日〜３月６日（インターネット）

第一次試験日 ３月23日（日）

第二次試験日
４月15日（論文）
４月15日〜21日（個別面接）

第三次試験日 ５月19日 最終合格発表 ６月上旬

一
般
職

受付期間 ４月３日〜17日（インターネット）

第一次試験日 ５月24日 第二次試験日 ６月７日

第三次試験日
７月15日〜18日、22日、23日のうち
指定する日

最終合格発表 ９月上旬

過去３年間の試験実施結果
※（　　）内は女性の内数。
※競争率＝一次受験者数÷最終合格者数。
※採用予定数（「名」「程度」は省略）：受験案内に記載された数値。

試験名 申込者数 一次受験者数 一次合格者数 最終合格者数 競争率
（倍）

採用
予定数

衆議院事務局総合職（大卒程度）
237 (92) 152 (56) 52 (17) 4 (1) 38.0 若干
179 (77) 161 (67) 51 (17) 2 (1) 80.5 若干
172 (62) 111 (37) 40 (10) 2 (2) 55.5 若干

衆議院事務局一般職（大卒程度）
424 (175) 223 (87) 131 (53) 15 (8) 14.9 15
623 (270) 366 (171) 157 (56) 12 (6) 30.5 15
543 (252) 404 (182) 199 (72) 14 (6) 28.9 15

 （上段から６年度、５年度、４年度）

B A S I C  D A T A （令和７年度）

年齢要件 22〜30歳

受験案内 １月21日

受付期間 １月24日〜２月25日（インターネット）

第一次試験日 ３月９日（日）

第二次試験日 ３月20日

第三次試験日 個別に指定した日

最終合格発表 ５月上旬
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